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　来年は 8400 名の台湾少年工の第一陣が日本本土の地を踏んでから 75 年になります。80 周年との話もあ

ったのですが、現在ですら 85 歳の人が最年少という状態であり、先方の李雪峰会長とも相談して、台湾高

座会留日 75 周年歓迎大会を、来年 10 月 20 日に大和市の新装なった市民ホール「シリウス」で開催するこ

とになりました。

　折も折、日本李登輝友の会の柚原正敬事務局長から、「石川さん、最近史実に程遠い慰安婦像や徴用工像

の建設の話ばかり聞くが、台湾少年工の顕彰碑こそ真実の歴史として建設すべきではないのか」との提案を

受けました。意表を突かれて、一瞬びっくりしましたが考えてみると、台湾少年工だった方々も、急速に減

少しています。彼らの史実を永遠に残すには、顕彰碑の建立こそ必要だと考えるに至りました。

　提案された場が台湾歌壇の代表・蔡焜燦先生の追悼の世話人会だったこともあり、帰りの電車の中で「八千

の台湾少年雷電を造りし歴史永遠に留めん」という事実だけを三十一文字に並べた短歌が浮かんできました。

台湾を訪問する機会があったので、その道の大家で台湾歌壇の事務局長を務められている北島先生に添削を

お願いしましたが、「これで十分」とのご評価をいただきました。

　これを畳一畳くらいの石に刻み、来年の大会開催日 10 月 20 日の午前中に披露したいと考えています。場

所は彼らが勤務していた高座海軍工廠の本部跡で、現在は座間市の公園になっているところです。遠藤三紀

夫・座間市長に場の提供をお願いしましたところ、快く引き受けていただきました。いま大和市下鶴間の天

野石材店の社長に見積もりをお願いしています。

　台湾少年工の皆さんは、それに値する業績をのこしました。戦時中の艱難辛苦に耐えながらの航空機生産、

戦後の台湾での経済成長への貢献、李登輝民主革命での尖兵としての働き、戒厳令解除後の 25 年にわたる

日台友好の活動などです。

　台湾少年工も立派にその役割を果たしたが、それを支えた工廠や寄宿舎周辺の農家のお母さんたちの果た

した役割も大きかった。当時、近隣の農家にはどの家も 10 人ぐらいの台湾少年工が出入りをし、優しくし

てもらいました。その意味で、台湾少年工顕彰碑は、当時の近隣の農家のお母さんたちへの感謝の碑でもあ

るのです。

　いま、韓国や中国を中心に慰安婦や徴用工の歴史の事実とは異なる話が世界に拡散されていますが、台湾

少年工の顕彰碑建立はこうした誤った流れにくさびを打ち、私たちの父祖の時代を正当に評価する一つの要

因になると、私は考えています。

台湾少年工顕彰碑の話　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石 川 公 弘
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　　47 都道府県制覇

渡辺伸明（昭和 47 年理工学部卒、昭和 56 年大学院修了）

　いきなりですが、「47 都道県制覇」とは、何のことだかわからないと思います。これは、全ての都道府県

庁所在地に①宿泊する②夜、最も代表的な繁華街などで飲食する。この 2 条件を満たして、初めて「行った」

と私の中で勝手に定義して、今年の 1 月にようやく 47 都市に「行った」ことが達成できたことを指してい

ます。

　私は、長い学生生活の間に一人旅で全国各地を旅行していました。

その後、社会人になっても、まちづくりに係わる仕事の関係で、全

国に行く機会にも恵まれていました。そのため、意図的に「行く」

ことを目的としたわけでなく、自然体でありながら、達成できたの

だと思います。

　47 都市それぞれに思い出があり、47 都市に

ついての話題にもお付き合いすることが出来ます。

　特に思い出に残る都市は、やはり札幌、名古屋、京都、博多などですが、他に青森、

新潟、静岡、高知、熊本なども仕事の関係でよく出張して、地元の役人たちや地元の

方々と交流した思い出が今でも蘇ります。

　もう 20 年ほど前に、44 番目に山口市、45 番目に大津市、46 番目に津市と制覇し

たのですが、最後に佐賀市のみ残したまま今日に至っていました。

　しかし、今年の 1 月に念願かなって佐賀市に行き、繁華街で飲む機会に恵まれまし

た。これで 47 都道府県制覇です。

　そこで、最後の佐賀市のご紹介をします。

佐賀市の繁華街は佐賀駅から南方に伸びる「中央大通り」と平行した「中央通り」沿

いにあります。歩いて見ると、築 50 年以上と思われる 2 階建て、3 階建ての建物が並び、飲食街を形成し

ています。圧倒的なレトロ感、他都市では味わえない空気感かありました。この中央

通りに直交してアーケード街がありますが、人通りはまばらです。このアーケード街

は厳しいかな。

　その後、佐嘉神社に立ち寄り、江戸時代の

3 大弘道舘の１つであったといわれる敷地に

昭和初期に建てられた徴古館を見ました。佐

賀の藩校であった弘道館の出身者には、大隈

重信、江藤新平、佐野常民、副島種臣などそ

うそうたる人材がいます。藩校跡地にたたず

みながら、現代の教育にも、広い視野、高い志を持った人材を育て上げることが重要

だと感じました。

　そのあと、中央大通りにでたら、バルーンミュージアムがありました。佐賀市では毎年バルーンフェスタ

が開催され有名ですが、昨年の世界選手権では 120 ～ 150 万人の人出だったそうです。世界選手権でなくと

も、80 万人だとのこと。
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市民劇団「演劇やまと塾」と私

水野　昂子

　教職員生活を終え自由な生活を送り、はや２０年。私も傘寿となった。歳月の経つのはあまりに早い。

６０代後半、ぶらぶら過ごしていた私の目に飛び込んだのが市の広報だった。市スポーツ・よか・みどり財

団（当時は余暇公社）の企画による、演劇ワークショップの一般公募の記事だった。名実ともに実力派の劇

作家・演出家、横内謙介氏が率いる「劇団扉座」の指導があるというので、なにはともあれ応募して受講資

格を得た。月に数回学習センター等に集い、発声や表現について

の指導や講義を受けた。

　翌年の夏平成１８年８月、その成果発表を、今は閉館となっ

た市生涯学習センターホールで行った。たった一度だけの、思

い出の公演「大和爛漫」～和子の四季・桜の木の下で～だった。

会場は満員の盛況だった。

終演後すぐ、ロビーではこの集団の解散式があっつた。みな別

れていくはずだったのだが、演じることの面白さを知ってしま

ったメンバー数人が集まり、秋には市民劇団「演劇やまと塾」

が誕生した。

　結成第１回公演は平成１９年８月市保健福祉センターホールでの舞台詩「春・夏・秋・冬」だった。その後、

毎年２~ ３回の公演を行っている。平成２１年には、横浜開国博に参加し赤れんが倉庫公演を、平成２４年

には、ＫＡＡＴ神奈川芸術劇場でもフェステイバル参加で公演を行った。

　今年９月１０日には、市民劇団　演劇やまと塾　第２４回公演「ブンナよ、木からおりてこい」を奇しく

も第１回公演と同じ市保健福祉センターホールで行った。

　演目は、水上勉の文芸作品「ブンナよ、木からおりてこい」これは、読書感想文の課題図書にもなり、広

く知られている作品で命の尊さを身近な生き物を通して考えさ

せる名著。「やまと塾」にとって、ハードルはとてつもなく高

かった。

　これまでもご指導をいただいている、井上学さんの上演台本

と情熱的な演出により、なんとか舞台を終えることができた。

公演を終え、作品や、舞台つくり、小道具作りなどを懐かしく

思い起こしている。

　大和稲門会の皆様には、

いつも会場にお越しくださ

り、励ましのお言葉をいただいている。また、パソコン教室、カラオケ教室、

ハイキング、バーベキューなどの大和稲門会の諸行事には、塾生もお誘

いいただき、楽しい時間を共有させていただいている。この紙面をお借

りし、深く感謝し、お礼を申し上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

3
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大和稲門会春のハイキング開催
　　　　　　
　春季ハイキングは 5月 24 日 ( 水 ) 開催。平成 21年火災により焼失した大磯の旧吉田邸が再建され 4月よ

りオープンしたのを機会に新装なった旧吉田邸と隣接の旧三井別邸からなる県立大磯城山公園散策を計画。

旧吉田邸人気もあり、石川会長以下過去最多の 11名の参加となった。

　当日は暑からず寒からずのハイキング日和。大磯駅に集合しバスで旧吉田邸に向かう。我々のほかにも年

配の団体客が多い。園内入口付近はバラ園となっており満開の薔薇がお出迎え。兜門をくぐると庭園がひろ

がり少し高台となっているところに新装なった旧吉田邸が再建

されていた。

　500 円の入場料を支払い邸内見学。戦後多くの政治家が訪れ

ただけに会議室、応接室は広く、訪れた内外の要人達の写真が

飾られており大政治家の足跡が感じられた。

　邸内見学後に庭園前で全員

の写真撮影を行い、吉田翁が

散歩されたという散歩道を散

策。銅像前で戦後の我が国で

の最も偉大な政治家の像に深々と一礼、銅像の近くからは相模湾が見渡

せた。少し歩くと明治時代からの 7 人の大政治家を祀る七賢堂があった。

再度バラ園を通り抜け旧吉田邸地区を後にした。

　続いて隣接の旧三井別邸地区を訪問。この地区は小高い丘になってお

り遺跡や郷土資料館、ギャラリー等があるが、時間の関係もあり今回は

急な坂を上り展望台に向かう。ここからは相模湾をはじめ富士、箱根、

伊豆の山並みを一望できるとのことだったが靄がかかった感じでうっす

らとしか見えなかったのは残念だった。展望台を下り茶室「城山庵」で

先の到着していた遠藤副会長と合流。抹茶とお生菓子をいただき暫し休

憩した。

　別邸を後にしてからは車で参加の岩本副会長に昼食会場の大磯プリンスホテル迄のピストン輸送をしてい

ただき感謝感激。

　昼食は予め予約しておいた当ホテルお薦めの「旧吉田茂邸ランチ」で地元の食材を利用した吉田茂が好ん

だという和風会席をいただく。大磯の海を眺め美味しい料理をいただきながら一時間半ほどゆっくり懇談。

帰路はホテル前からバスで大磯駅に向かう。途中漸く待望の富士山が見える。大磯駅で箱根の温泉を楽しむ

水野・佐竹ご両人を見送り、藤沢経由で大和、中央林間方面に向かった。

　今回は大勢の皆様に参加いただき有難うございました。( 児浦記 )

　　　　参加者（敬称略）石川、真鍋、岩本、瀧本、水野、稲葉 ( 藤沢稲門会 )、村岡

　　　　　　　　　　　　佐竹・上原 ( 劇団やまと塾 )　（幹事）遠藤、児浦　以上 11 名
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今年 (29 年度 ) のバーベキュー大会も盛会でした　　　　　　

　今年のバーベキュー大会は 9 月 3 日 ( 日 ) 例年同様「泉の

森キャンプ場」で開催。心配された台風 15 号は東方海上に

外れ、当日は秋晴のバーベキュー日和となりました。

当稲門会より 11 名、共催いただいた三田会 8 名、桜門会 4

名のほか相模原稲門会より会長以下 2 名、常連の藤沢稲門会

メンバー 3 名、お子さん 3 名、早稲田祭実行委員会より学生

2 名の応援をいただき昨年を上回る総勢 33 名の大会となりました。

　定刻の 11 時には料理の準備もほぼ整い、当会の石川会長の開会の挨拶、三田会井上会長の乾杯の音頭で

宴は開始。二つの炉を囲み焼きながら料理をいただくメンバー或はテー

ブルに料理を持参し談笑するグループ等それぞれ思い思いでビールや料

理を美味しくいただきました。

　一時間程経った頃、三田会のメンバーでもある甘利代議士がお見えに

なり、当キャンプ場で同じくバーベキュー大会を開催中の 2 つの町内会

グループも交えてご挨拶をいただき、宴は一層盛り上がりました。暫く

してトン汁が出来あがり続いて焼きそばも配られ皆さんお腹一杯となり

大満足。

　そろそろ中締めの時間となり桜門会斎田副会長の「来年も又会いましょう」の挨拶で後片付けに取り掛か

り 14 時半散会となりました。

　当日は調理場を引き受けていただいた遠藤副会長、宮崎副会長夫人、また、早稲田祭実行委員のお二人の

厚くお礼を申し上げます。

　( 児浦　記 )

「第２４回大和稲門会総会」

　この度、下記要領にて平成 29 年度・第 24 回大和稲門会総会が開催されますので、ご案内申し上げます。

公私ともご多忙とは存じますが是非ご出席下さるようお願い致します。多数の方の出席、お待ちしております。

日　時　平成 29 年 11 月 18 日（土）( 受付開始：午後 5 時 40 分 )

	 　（1）午後 6 時 00 分　総　会

	 　（2）午後 6 時 40 分　講　演

　　　　　　　　　　　　　　　（座間市長「遠藤三紀夫氏」）

	 　（3）午後 7 時 20 分　懇親会
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２．会　場　横浜うかい亭　

　　　　　　（大和市つきみ野 6-5-2　046-276-5252　東急田園都市線「つきみ野駅」徒歩 15 分、小田急線・

　　　　　　東急田園都市線「中央林間駅」徒歩 20 分、タクシー 5 分）　

３．申　込　10 月末日までに出欠の有無を同封の葉書にてご返送下さい。

	 　（1）総会出席の場合は、懇親会費 10000 円、年会費 3000 円の計 13000 円を当日ご持参いただ

　　　　　　　 くか、または同封の振込用紙にてお振込み下さるようお願い致します。

	 　（2）総会欠席の場合は、年会費 3000 円を振込用紙にてお振込み下さるようお願い致します。（既

　　　　　　　 にお振込頂いた方は不要です）

「神奈川県支部大会（平塚稲門会主幹）」

１．日　時　平成２９年１１月４日（土）

	 　(1)　神奈川県支部大会　　（16：00 ～） 

	 　(2)　講演会：記念講演「廣木　尚」氏　（17：00 ～）　　　　　　　

	 　(3)  懇親会：　（18：10 ～）     　 　　

２．場　所：　大磯プリンスホテル

	 　　ＪＲ大磯駅下車

３．会　費：　校友　一万円・同伴者　八千円　

早稲田大学大和校友会ゴルフコンペのご案内

幹事　遠藤　廣（２９３－７４７３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関根　実（２６１－８２１０）

　標記コンペを下記により開催いたしたくご案内申し上げます。

　ご参加の方は１０月７日までに幹事までご連絡ください。

記

１、開催月日　　平成２９年１０月２７日（金）

２、場　　所　　東名厚木カントリー倶楽部

　　　　　　　　２４３－０３０８　神奈川県愛甲郡愛川三増２６０７

　　　　　　　　ＴＥＬ　０４６－２８１－２１２１

３、スタート　　７時　　インコース　ウエスト

４、集合時間　　６時４０分

５、競技方法　　新ぺリア方式による。

６、プレイ費　　１０，８００円（昼食付）

７、参加費　　３，０００円（賞品代及びパティ―代）
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大和稲門会　秋のハイキングのご案内

　当稲門会では春、秋の年２回ハイキングを開催していますが、春の旧吉田邸・大磯城山公園散策に続き秋

のハイキングは「横須賀軍港巡り」を下記のより開催致します。大勢の皆様の参加をお待ち致しております。

１、	 開催日　平成２９年１０月３０日 ( 月 )

２、	 場所　　横浜軍港巡り

　　　　　　　 　ヴェルニー公園他

３、	 集合時間・場所　京浜急行　汐入駅 ( 金沢八景で浦賀行き乗換 )

　　　　　　　　　　　　 １１時２０分

　　　　　　　　　　　　 軍港巡りは 12；00 乗船　( 予約済み、大人 1,400 円 )　約４５分間

・横須賀港には海上自衛隊の艦船と米軍の艦船が訓練等で来日しておりその他の国の艦船も海上から間近に

　見ることができます。

・軍港巡り後食事し。ヴェルニー公園を散策 ( 秋薔薇も咲いています )

　時間があれば横須賀らしい「どぶ板通り」を見学しながら横須賀中央駅に向かいたいと思います。

　参加希望の方は 10 月 14 日までに下記のご連絡ください。

　

　　　　　　連絡先　宮崎　顕　　046-274-6169

　　　　　　　　　　遠藤　廣　　046-293-7473

　　　　　　　　　　児浦　義文　046-274-0628　090-9333-4479

カラオケ同好会からのお知らせ   平成 29 年 9 月

　大和稲門会の「カラオケ同好会」は発足して 5 年目を迎えております。

　参加者は、このところ 7，8 名前後で推移しており、当大和稲門会会員のほか藤沢稲門会会員、大和市市民

劇団「演劇やまと」の女優さん、会員のご家族や知人も参加いただき一緒に楽しんでおります。

　参加者はほぼ輪番で、得意曲、新曲へのチャレンジ、デュエット等様々、曲によってはダンスも飛び出し

大いに盛り上がっております、フィナーレは早稲田大学第 2 校歌の「人生劇場」や「紺碧の空」に続き、全

員で校歌を斉唱しお開きとしております。

　会の様子は、ホームページに毎月掲載しておりますのでご笑覧下さい。

　また、当会は原則として毎月定例日 ( 第 3 水曜 ) 開催しておりますので、当稲門会の諸連絡事項の伝達、

情報交換の場としても機能しております。当稲門会へのご意見、ご相談等につきましても対応できるのでは

ないかと思います。

　「歌はあまり得意でないから」の人は、お酒をいただきながら懇親を深めていただければ十分かと思います。

一度是非ご参加ください。
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＜開催要領＞

　開催日時　毎月第 3 木曜日　14：00 ～ 17：00　( 遅刻、早退自由 )

　場所　　　カラオケスナック「ウィズ・ユウ」　大和市南林間 1-10-17　セントラルビル 2 階　

　　　　　　046-273-1773　小田急南林間駅西口 ( 徒歩 2 分 )　横浜信金斜向い

　　　　　　初めての方は駅に降りたら幹事 ( 児浦　090-9333-4449) まで電話下さい、お迎えに上がります。

　会費　2 ～ 3 千円（ワンドリンク付き千円に追加の飲み代は負担していただきます )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 幹事　児浦、関根 )

平成２８年度下期事務局便り
（平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年９月３０日）

１．会員数　　　　現会員数　　　　     計　 72 名

２．活動状況

　　　 (1) 会員動向	

　　　　　　・２９．　４．２８　　　ゴルフ大会

　　　　　　・２９．　５．２４　　　秋のハイキング（旧吉田　茂邸見学）

　　　　　　・２９．　９．　３　　　家族バーベキュー大会　　　　　 

　　　　　　・２９．　９．３０　　　代議員大会

　　　　　　・２９．１０．　１ 　　  「稲門やまと」発行

　　　 (2) 県下支部会等

　　　　　　・２９．　４．２２　　　相模原稲門会総会出席

　　　　　　・２９．　５．２０　　　伊勢原稲門会総会出席

　　　　　　・２９．　５．２０　　　小田原稲門会総会出席

　　　　　　・２９・　５．２７　　　横浜稲門会総会出席

　　　　　　・２９．　６．１０　　　大和三田会総会出席

　　　　　　・２９．　６．１０　　　逗葉稲門会総会出席

　　　　　　・２９．　６．１０　　　藤沢稲門会主催地引網

　　　　　　・２９．　６．１４　　　神奈川県支部役員会出席

　　　　　　・２９．　６．１７　　　横須賀三浦稲門会総会出席

　　　　　　・２９．　７．２２　　　相模原稲門会暑気払い出席

　　　　　　・２９．　９．１９　　　神奈川県支部幹事長・事務局長会議出席

　　　

　　　 (3) 幹事会

　　　　　　・２９．　７．１４　　　幹事会

　　　　　　・２９・　９．１３　　　幹事会
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３．行事案内（２９年度）	

　　　　　　①大和稲門会総会　　　　　　　　１１月１８日（土）

　　　　　　②神奈川県支部大会　　　　　　　１１月　４日（土）

　　　　　　③ホームカミングデイ・稲門際　　１０月１５日（日）

　　　　　　④秋のゴルフ大会　　　　　　　　１０月２７日（金）

　　　　　　⑤秋のハイキング　　　　　　　　１０月３０日（月）

　　　　　　⑥箱根駅伝応援　　　　　　　　　平成３０年１月２日・３日

　　　　　　⑦家族バーベキュー大会　　　　　平成３０年９月第一又は第二日曜日（予定）

　　　　　                                                                     以　上

 年会費納入についてのお願い　( 平成 29 年 9 月 )

　日頃、会員の皆様には、大和稲門会活動に格別のご理解とご支援を賜っておりますことに対しまして厚く

お礼を申し上げます。

　さて、当稲門会では会員の皆様から年額３千円の会費をいただき、「稲門やまと」の発行 ( 年２回 ) 費用を

はじめとして当会の運営費に充当させていただいており、会員の皆様方からの年会費が当会を維持していく

上で不可欠となっております。

　当会の活動状況につきまして本広報誌「稲門やまと」におきまして年 2 回、概略ご報告申し上げておりま

すが、年 1 回の通常総会、定期的な役員会の他、神奈川県支部大会並びに支部傘下の各稲門会活動への参加

の他、会員の相互親睦を図るべく、バーベキュー大会 (9 月 3 日開催 )、ハイキング ( 年 2 回 )、カラオケ同好

会 ( 毎月 )、ゴルフ大会 ( 年２回 ) 等を実施いたしており、一昨年よりパソコン教室 ( 月２回 ) も開始いたし

ました。

　また、ホームページも本格稼働しており、当会の行事予定、実施状況等タイムリーにお届けしており、会

員の皆様との双方向の対話を実現していきたいと考えております。

年会費の納入状況につきましては、今年度 (28 年度 ) までの年会費をいただいた方を下記に掲載させていた

だきました。まだ納入されておられない方は郵便振込票を同封いたしております振込票にて納入戴きたく宜

しくお願い申し上げます。

　なお、過年度会費の長期間未納の方々につきましては　本年４月「年会費納入についての重ねてのお願い」

と題し、納入の再開を個別にお願い致しました。これからも引続きお願いする所存ですので宜しくお願い申

し上げます。

　会費納入に関して疑問の点等がありましたら会計幹事の児浦まで電話、E メールにてご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　会計幹事　児浦義文　自宅電話　046-274-0628

　　　　　　　　　　　　　　E メール　koura0114@jcom.home.ne,jp
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◎年会費納入状況　（２９年 9 月２０日現在）

〔２９年度分までの会費をいただいた方〕

岩本　武夫　　　碓井　敦子　　　　遠藤三紀夫　　　大澤　善勝　　　加藤　英雄

小坂　悟　　　　小島　達之　　　　小林美佐子　　　佐藤　逸郎　　　柴田　哲也

清水美加子　　　鈴木　信義　　　　土橋　仁志　　　深井　伸治　　　水野　昂子

渡辺　伸明　　　小澤　重治　　〔１７名〕

〔２８年度分までの会費をいただいた方〕

中　晃　　　　　石井　稔夫　　　石川　公弘　　　　遠藤　廣　　　　大澤　孝征　

太田　勝人　　　加藤　裕之　　　加藤　敬一　　　　橘川　泰一　　　金城　武　

國方　隆　　　　小林　晃　　　　児浦　義文　　　　佐々木　愛　　　菅谷正一郎

関根　実　　　　高田　博　　　　高橋　正和　　　　瀧本　幸男　　　中丸　敬治　

中西　剛　　　　蒐場　直一　　　古木　敏幸　　　　保坂　保　　　　藤川　千鶴　

眞鍋　藤正　　　町田　浩文　　　馬郡　恵太　　　　三重野省二郎　　宮崎　顕

村岡　猛　　　　遊佐　喜弘　　　横沢　和信　　〔３３名〕

　　

　上記のほか匿名希望の方 1 名あり 51 名年会費をいただいております。

　また、上記の中には退会申し出者２名が含まれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（上記は順不同、敬称は省略させていただいております）


